










 

Ⅰ.はじめに 

 川崎病は,昭和42年に川崎1)が小児の急性熱性皮膚粘膜淋巴腺症候群として

報告して以来,数多くの研究者が病因を追求してきたが,いずれも確証に欠け

10 年経った現在でも依然不明のままである。しかしながら本症候群は,日本人

には多くみられるが外国での報告はまだ少なく,ハワイでの報告 2)は殆どが日

系人であることや,同胞発生も極めて少ないことなどから,明らかに人種差,個

体差が認められ本疾患に対する宿主側の要因が重要視されている。さて,ヒトの

主要組識適合抗原群として知られる HLA 抗原は,その遺伝子座に近接して免疫

応答遺伝子座が存在することから,そのマーカーとしても用いられ,また,近年

疾患感受性と深い関連を有することが,いろいろな疾患で明らかになってきた

3)。 


